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1 概要
この論文は主に 1970年代に H. Blaine Lawson, Jr.による Codimension-One Foliations of Spheresという論
文についてまとめたものである.前半では,その上で必要となるミルナーファイブレーションを J.W.Milnorの著
書"Singular Points of Complex Hypersufaces"を参考に述べ,後半ではまず 5次元球面 S5上に,あるミルナーファ
イブレーションから導かれる Lawson葉層と呼ばれる葉層構造を構成し,それを元に高次の球面上に葉層を構成に
する方法を証明していく.また,そこから得られる 2つの系列を紹介する.
2 ミルナーファイブレーション
原点に零点を持つ定数でない複素 n+ 1変数多項式 f : Cn+1 ! C1 に対して V = f 1(0)は Cn+1 内での複素
超曲面をなす. また,原点を中心とした半径 "の 2n+ 1次元球面を S2n+1" とし,リンクをK = V \ S2n+1" とする
と S2n+1" nK に S1 上の可微分なファイブレーションが定まる.
定理 2.1. (Milnor)
十分小さな "に対し, 写像を (z)＝ f(z)jf(z)j と定義すると
 : S2n+1" nK ! S1
は,各ファイバーを  1(ei) = F とするような S1 上の可微分ファイバーバンドルとなる. これをミルナーファ
イブレーションと言う.
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3 ファイバーFとリンクKのトポロジー
定理 3.1. リンクK = V \ S2n+1" は 2n  1次元可微分多様体で n  2連結である.
定理 3.2. ファイバー F は 2n次元可微分多様体で n  1連結であり,球面 Snのブーケ Sn _ Sn _    _ Snと同
じホモトピー型をもつ.
定義 3.3.  = rankHn(F) をミルナーナンバーと言う.
定理 3.4. Brieskorn多項式と呼ばれる
f(z0;    ; zn) = z0a0 +   + znan　 (a0;    ; an  2)
という形をした多項式に対してミルナーナンバーは  = (a0   1)    (an   1)で与えられる.
このとき定義 3.3.より は F  Sn _    _ Sn の Sn の個数である.
4 具体的な計算例
結果 4.1. (複素 2変数多項式が f = z1p + z2q の場合)
(p; q) = (m; n) ただしm;nは互いに素な 2以上の自然数 は自然数とする.
このときリンクK は 本の (m;n)型トーラス結び目.
結果 4.2. (複素 3変数多項式が f = z1p + z2q + z3r 場合)
(p; q; r) = (2; 2; 2)のとき,リンクK は euler数  2の S2 上の S1 束
(p; q; r) = (3; 3; 3)のとき,リンクK は euler数  3の T 2 上の S1 束
(p; q; r) = (4; 4; 4)のとき,リンクK は euler数  4の 3上の S1 束
一般に
(p; q; r) = (n; n; n)のとき,リンクK は euler数  nの  (n 1)(n 2)
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上の S1 束
5 球面上の余次元1の葉層構造
定義 5.1. (葉層構造)
M を n次元多様体とする.このとき, M 上の余次元 1の可微分な葉層構造 FM とは以下のような性質をもつ,
M の連結な互いに交わらない部分集合への分割である.
(1) 各 p 2 M に対して可微分な局所座標系 (x1;    ; xn)がとれて,その pの近傍の中の葉は, xn =(定値)と表
される.
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(2) M の境界のそれぞれの成分は, 1つの葉になっていて, 可微分な襟付き多様体M [ @M  [0; 1)へ新しい葉
を @M  ftg　 (0 < t < 1)とするように可微分に拡張できる.
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定理 5.2. (Lawson) 各 k  1に対して S2k+3 上に可微分な余次元 1の葉層構造が構成できる.
この定理は多項式 f = z30 + z31 + z32 から定まる S5上の可微分な余次元 1の葉層構造から,以下の定理と系によ
り S7 上の葉層を構成する.さらにこれらの操作を繰り返すことで帰納的に高次元の球面に葉層構造を得る.
定理 5.3. (Lawson葉層) S5上に以下のような 1枚のコンパクトな葉Bを持つ余次元 1の可微分な葉層構造が存
在する.
(1) B は S1 K に微分同相である.　 (K は T 2 上の euler数  3の S1 束)
(2) いくつかの非コンパクトな葉は, R2  T 2 に微分同相である.
(3) 他の非コンパクトな葉は 8個の S2 からなるブーケと同じホモトピー型をもつ.
系 5.4. D2  S3 上に余次元 1の可微分な葉層構造が存在する.
系 5.5. 多様体 D2  Sn 上に可微分な余次元 1の葉層構造が存在するならば,多様体 D2  Vn+1;2 上に可微分な
余次元 1の葉層構造が存在する.
定理 5.6. 多様体 D2  Vn+1;2 上の可微分な余次元 1の葉層構造が存在するならば,球面 S2n+1 上の可微分な余
次元 1の葉層構造が存在する.
6 球面上の葉層から得られる系列
複素 n+ 1変数多項式 f を fd = zd0 + z21 +   + z2n とし,リンクをKd = f 1d (0) \ S2n+1" と表すことにする.
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定理 6.1. (Knotした葉層)
n = 2k 1 + 1 (k = 2; 3; 4;    )かつ d  1 (mod 8)のとき
球面 S2n+1" 上に余次元 1の可微分な葉層構造が存在し,コンパクトな葉としてKdの管状近傍 T (Kd) = D2 Kd
の境界 S1 Kd を持つ.
定理 6.2. (O(n)多様体)
n = 2k 1 + 2　 (k = 1; 2; 3;    )かつ d  1のとき
リンクKd = f 1d (0) \ S2n+1" 上に余次元 1の可微分な葉層構造が存在する.
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